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令和６年能登半島地震による液状化被害

防災科研, 先名氏の資料をもとに作成

内灘町
 液状化に伴う側方流動による被害が顕著。
 全壊・半壊住宅被害数は、石川県内で能登地域に
次いで８番目。

 地形・地質的な特徴や人口改変と強く関連

震央距離
約180㎞

被害区分 被害数(棟)
全壊 122
半壊 521
一部破損 1076
計 1719

内灘町の住宅被害(4/30時点)

石川県被害報告資料(第128報)より
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過去の液状化地点
■：1799年, 金沢地震
●：1891年, 濃尾地震

「日本の液状化履歴マップ 745-
2008」より金沢駅

調査地域



砂丘縁辺部における液状化のリスク

国土交通省HPより

液状化が発生する条件
 地下水位が高い
 地下水位より下に粒径が揃った緩い
砂地盤（おおよそN値20以下）

 強い地震の揺れが長時間続く

砂丘の堆積物
 標高が低い縁辺部では地下水位が
高い

 細～中粒の砂(0.13ｰ0.5 mm)で構成
 風によって緩く堆積

海岸・砂丘堆積物

河北潟
干拓地放水路

内灘砂丘の特徴、砂丘写真
（累積型砂丘？）

河北潟
干拓地

内灘砂丘

砂丘内陸側の
低地部

産総研, 20万分の1シームレス地質図

左図撮影方向

東 西



液状化に伴う側方流動

北國新聞社 「特別報道写真集 令和６年能登半島地震」に加筆

噴砂

地表亀裂
噴砂地表亀裂

砂丘の縁辺部は緩やかな傾斜地。
液状化に伴って表層が側方に動く側方流動が発生。



ドローンによる空撮を実施。
オルソ画像を作成し、地表亀裂および
噴砂のマッピングを行った。

液状化による地表亀裂・噴砂の分布

噴砂地表亀裂

基図：5万分の1地質図幅「津幡」「金沢」

内陸側の低地
(砂丘後背砂地)

地表亀裂
噴砂

室

西荒屋

宮坂



地表亀裂
噴砂

流出した範囲

地表変状の分布と被災状況 ～室地区～

←河北潟 砂丘→

護岸の崩壊、土砂流出

←河北潟 砂丘→

県道8号

低下側（河北潟方向）へ流動

砂丘

河北潟



地表変状の分布と被災状況 ～西荒屋地区～

道路側へ撓み上がる

河北潟→←砂丘

低下側（河北潟方向）へ流動

河北潟→←砂丘

地表亀裂
噴砂

砂丘

河北潟



地表変状の分布と被災状況 ～西荒屋地区～

塀の押出し

電柱の傾き

道路の膨らみ

河北潟→←砂丘

河北潟→←砂丘

低下側（河北潟方向）へ流動

県道8号

地表亀裂
噴砂

砂丘

河北潟



液状化による地表亀裂・噴砂の分布と地形改変

 左図の範囲の県道8号は河北潟を埋め立てた
土地に整備されている。

 地表亀裂は、旧湖岸である町道の裏で顕著に
みられる。
→砂丘内陸側斜面を切土した範囲。

地表亀裂
噴砂
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●：今昔マップ（1909-1910年）より
●：地理院地図より
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海岸線を起点とする測線距離（ｍ）

A

A‘

A A‘

1909-1910年の地形図
(今昔マップより)

旧湖岸

旧湖岸



西荒屋小学校周辺における空中写真との比較

砂丘内陸側
斜面

地表亀裂・沈下

埋め土自然地盤 県道8号

地下水位

 西荒屋小学校を囲むような弧状
の地表亀裂（南東側が沈下）が
分布。

 県道8号では、約400ｍにわたっ
て道路が隆起している。

 掘り込んだ地域の埋め土全体が
流動した可能性がある。

ｖ

地表亀裂から推定した境界

1961年～1969年空中写真地理院地図

地表亀裂
噴砂

道路隆起域
（県道8号）

道路隆起域
（県道8号）

県道８号の道路隆起
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国土地理情報センターより

地質柱状図は、国土地理情報センターの緊急公開資料をもとに作成
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標準貫入試験結果

締まった砂

藤（1971）に加筆

約5000年前
約2000年前以降

内灘砂丘放水路断面

放水路で確認された砂丘の地質構造
 内灘砂丘は、形成された時期の異なる砂丘が重なる累積砂丘からなり、内
陸側では新砂丘（約2000年前より形成）が主体 ⇒ 比較的緩い

 ただし内陸側でも標高約ｰ10 mに締まった砂（N値40ｰ50以上）が存在して
おり、液状化層の基盤となっている？（ただし、砂丘掘削後の調査結果）
⇒今後、砂丘内陸側の地質構造を把握する必要がある



まとめ

 内灘町における地表変状は、砂丘内陸側の低地部（砂丘後背砂地）に分布。引張亀裂による沈下域と、道
路などの構造物の座屈・隆起域はセットで認められ、大規模な側方流動で特徴づけられる。

 室地区と宮坂地区では、旧湖岸である町道の砂丘側に地表亀裂が集中。湖岸に近接していた砂丘の内陸側
斜面で切土が行われたことと関係か。

 西荒屋小学校周辺では、造成時の掘削域において弧状の地表亀裂が認められることから、埋め土全体が側
方流動した可能性がある。

 内灘砂丘は時代の異なる砂丘が重なる累積型であり、内陸側ほど新しく緩い。ただし内陸側にも標高ｰ10
ｍ程度に締まった砂が認められ、液状化層の基盤となった可能性も考えられる。 今後、地質調査によって
砂丘内陸側の堆積構造や物性を理解する必要がある。
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